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庄庄庄原原原自自自治治治振振振興興興区区区だだだよよよりりり
                      庄原市西本町二丁目１７番１５号 

第第４４回回  役役員員会会報報告告（7 月 24 日）協議事項等は次の通りです。 

（１） 庄原自治振興区主催事業計画について・・・・・子ども料理教室他７つの事業計画の報告 
（２） 専門部協議会活動補助金について・・・・・・・平成２４年度活動補助金配分（案）の確認 
（３） 夏季大掃除について・・・・・・・・・・・・・総務企画室、専門部協議会等で実施することを決定

（４） のろしプロジェクト事業について・・・・・・・現地環境整備（８月１８日）実施計画確認 
（５） 「庄原市男女共同参画プラン（後期計画）地域意見交換会」について 

・・・３名の検討委員を選出 
（６） 市政懇談会の実施計画（案）と要望事項について・・・市から提示された実施方式を確認 
（７） 自主防災組織本部規約（案）の検討について・・・・・検討協議を行い８月の役員会で決定予定 
（８） 地域別福祉連携会議の実施状況について・・・・・・・各自治会での実施状況把握と意見交換 
 

※ 役員会終了後、人権啓発事業の推進にむけて「人権啓発 DVD ビデオ」の試写会を行いました。 

平成２４年度庄原市自治振興区活動報告会が、７月２１日（土）庄原市総領自治振興センターで開催され

ました。 
主催は庄原市と庄原市自治振興区連合協議会で、各自治振興区から１０８名の参加（本区参加者２８名）

のもと、平成２３年度に自治振興区活動促進補助事業に取り組んだ１９事業の活動報告（ステージ発表６事

業、パネル展示１３事業）が行われました。 
庄原自治振興区からは、ステージ報告・堀井城整備事業（宮内自治会）とパネル展示・交流広場整備事業

（川手中自治会）の２事業を報告しました。 
堀井城整備事業のステージ発表は、「地域の絆と連携を模索して（４年間の助成事業の内容と成果）」につ

いて、三上一城氏（史蹟マップ作成委員会副委員長）が説明されました。 
県内でも有数の古墳群をはじめ、多くの史蹟がある宮内。この史蹟の保存・伝承への取り組みを通して、

地域に誇りを感じ、人と人の繋がりが強まり連帯意識の醸成等を図ることができました。プロジェクターを

使い、貴重な史蹟の写真紹介とともに、保存作業のための草刈等、地域のみなさんの共同作業への取り組み

を分かりやすく説明されました。 
この事業の取り組みによって、地域以外の方も史蹟マップ等に関心を寄せていただいたこと、とりわけ、

地元の小学校の課外学習にも取り入れられ、史跡めぐりを実施。子どもから「地域に大切な史蹟があること

が分かり誇りに思った」などの感想が寄せられ、文化の保存・伝承に期待が持てたこと等報告がありました。

 また、開会時間前と休憩時間には「交流広場整備事業（川手中自治会）」のパネル展示の前にも多くの参

加者が集まるなど、終始熱の入った報告会となりました。 

平成 24 年度  敬 老 祝 賀 会 の ご 案 内 

日 時：平成 24 年９月９日（日曜日） 受付 12：30～  開会 13：30～    
場 所：庄原市民会館 大ホール                        
対象者：昭和 12 年 12 月 31 日以前に生まれた方で、9 月 1 日現在本区内に在住の方 

庄原地区社会福祉協議会・庄原自治振興区では「平成 24 年度の敬老祝賀会」を次のとおり開催します。 



 

  
 

      
 

 
4 日（火）自治振興区総務企画室会議 13：30～ 
8 日（土）子ども将棋教室       9：30～ 
9 日（日）敬老祝賀会    （受付）12：30～ 

11 日（火）自治振興区理事会     13：30～ 
15 日（土）子ども料理教室       9：30～ 
22 日（土）子ども将棋教室       9：30～ 
25 日（火）自治振興区役員会     13：30～ 
第 2・4 火曜日 環境美化・防犯パトロール   
（本通・下本町・新道上・新道下の各自治会長） 
毎 週 1 回  青少協防犯パトロール  16：30～ 

9 月の振興区主催行事予定 

 梅雨明けが報じられるとともに猛暑に見舞われ、さらに日本
選手の前回を上回る大活躍に感動したロンドンオリンピックも
ありましたが、皆様お元気でお過ごしでしょうか。 
 8 月 6 日の広島、9 日の長崎の平和記念（祈念）式典では、こ
れまで核兵器の廃絶が強く訴えられ、その実現こそが急務であ
るとされてきました。67 回目の本年は、福島の原発事故を踏ま
え、原子力と我々はどう対峙していくべきかとの課題が提起さ
れています。我々が求める幸せな社会とは？との命題とともに、
原子力について一人ひとりが真剣に考えなくてはいけない時代
になっているようです。地域社会のあり方とともに、人間のあ
り方も思索していかなくてはと考える今年の 8 月です。 
 9 月に入っても炎暑が続くと言われています。熱中症に留意し
て元気で過ごしましょう。    

編  集  後  記 

不 快 害 虫 防 除 活 動   ・ ・ ・ 蚊・蝿のいない自治会を目指して ・ ・ ・  （大黒東自治会） 

自 治 会 活 動 コ ー ナ ー 

 上野池や旧石塔池の用排水路と、地域の東南部に墓地や竹薮を抱える当自治会
は、夏の用水期には池の水が流れてきれいです。ところが、用水期以外は公共下水道
が整備されても、まだ全戸が公共下水に接続されていない現状もあり、不快害虫発生
の温床となっています。また、墓地や竹薮からは冬季以外は蚊が家の周りに沢山飛ん
できます。そこで当自治会は、毎年夏になると自治会役員 20 名が総出で、不快害虫防
除活動を実施しています。 

今年は電動噴霧器２台を借り、作業班を２班編成しての防除活動を、去る６月２４日
（日）早朝に実施しました。散布後の地域内は、薬剤のきつい臭いも残っていましたが
清々しい気持ちになりました。 

A 記 

子 供 会 夏 行 事   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  （川手下自治会） 

 7 月 21・22 日の一泊二日で川手下子供会の夏行事を行いました。この行事は平成 7
年 1 月に起きた阪神淡路大震災を教訓に、この年から一年おきに子供会で避難所生活
の体験学習を行ったのが発端となっています。 

当初は、火熾しからはじめ飯盒での炊飯など、ふだん家では体験できないことを実
施していました。しかし、最近では、集会所での寝泊りはしますが、火熾しから飯盒
での炊飯ではなく、電気炊飯器でご飯を炊いての食事になりました。あの当時の危機
感はどこに行ったのでしょう？ 変わっていないのは、子どもたちが安心して避難所
生活が送れるよう、保護者がいろいろ考えているところです。今年は、初日はフィギ
ュア作りを趣味にしている地区内のお兄さんを講師に、紙粘土で子供たちの好きなも
のを作り楽しみました。二日目はバスを借りて廿日市市大野町のちゅーピーパークの
見学に行きました。子供たちは、盛りだくさんの体験と思い出を胸に、帰路につきま
した。楽しい二日間でした。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

夏季大掃除で自治振興センターすっきり！ 
 
庄原自治振興センターの大掃除を７月３１日（火）

午後３時から実施しました。 
本年度は「連携強化と絆づくり」を目標に掲げ、

専門部協議会への加盟団体だけでなく、センター利

用団体へも呼びかけを行い、各団体等の代表者と自

治振興区の総務企画関係役員、そして事務局担当職

員等総勢２１団体４７名が参加し、１年間利用した

各教室と駐車場周りの掃除を行いました。 
大変暑い日ではありましたがおかげできれいにな

り、無事作業完了。ありがとうございました！

 7 月 31 日、延宝年間（1673～1680、江戸前期）西

城川車橋を中心として庶民の厄払い信仰として始ま

ったという「厄流し」が、今年も大歳下自治会内の

厄流神社奉賛会の人達によって行われました。 
 猛暑日の続く中、チガヤの輪を八の字にくぐり身

も心も拭い清めて、厄除開運、健康長寿、家内安全

を祈り、人形に願いを託して厄流神社の神箱にお供

えし、宮司のお祓いを受けました。カキ氷の屋台な

どもあり約 1,300人の親子連れ等でにぎわいました。

厄   流 


